
社会資本総合整備計画
（地方再生コンパクトシティ）

令和元年10月28日

石　川　県　小　松　市



1 交流時代をリードするおもてなしのまちづくり ○

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 小松市

・駅周辺施設の利用者数を473,700人／年(H25)から535,300人／年(H31)に増加を見込む
・公共交通利用者（小松駅：定期外）を590,000人／年（H25）から647,150人／年（H31）に増加を見込む。

駅周辺施設の利用者数を調査する。
473,700人／年 475,500人／年 535,300人／年

公共交通利用者（小松駅：定期外）を測定する。
590,000人／年 623,000人／年 647,150人／年

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 小松市 直接 小松市中央地区　都市再生整備計画事業 小松市 623.9

合計 623.9

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

1-C-1 公共交通 一般 小松市 直接 木場潟回遊線運行事業 小松市 15.5

1-C-2 施設整備 一般 小松市 間接 まちなみ景観向上助成事業 小松市 9.9

1-C-3 施設整備 一般 小松市 直接 九竜橋川改修事業 九竜橋川の改修事業 小松市 58.7

1-C-4 施設整備 一般 小松市 直接 花による装飾 小松市 10.9

1-C-5 施設整備 一般 小松市 直接 自転車駐車場防犯施設整備 防犯施設の整備 小松市 2.7

1-C-6 活動支援 一般 小松市 直接 観光ボランティア活動支援事業 外国人観光客 小松市 2.0

1-C-7 事業評価 一般 小松市 直接 都市再生整備計画効果検証調査 都市再生整備計画の効果検証 小松市 3.0

1-C-8 施設整備 一般 小松市 間接 小松駅前立体駐車場改修 屋根、渡り廊下の整備 小松市 11.1

1-C-10 施設整備 一般 小松市 直接 小松市 無電柱化関連修景事業 電気施設の修景事業 小松市 36.7

1-C-11 施設整備 一般 小松市 直接 小松市 古川排水路改築事業 古川の改築事業 小松市 4.9

合計 155.4

社会資本総合整備計画（市街地整備） 2019/10/28

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

【大目標】　”都心にふさわしい魅力と快適性に恵まれた歴史・文化の香り高い躍動感あふれるまちづくり”　（こまつ贔屓（びいき）が集うまち）
　目標１：『交流機会の拡大』　・・・　小松城の城下町としての歴史的地域資源と新たな文化施設により、歴史・文化回廊を創出し、観光客数の増加を図る。
　目標２：『都市機能の充実』　・・・　人々が集い賑わう魅力的な都市機能を集積し、地域コミュニティの活性化を図る。
　目標３：『まちなか居住の促進』　・・・　魅力ある地域づくりを継続することで、まちなかの賑わい再生を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H25当初） （H29末） （H31末）

令和元年10月28日
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
779.3百万円 Ａ 623.9百万円 Ｂ 19.9%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0.0百万円 Ｃ 155.4百万円 Ｄ 0.0百万円
効果促進事業費の割合

小松市 A=150ha

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

小松市 バスの試験運行事業

民間事業者 こまつ町家改修の助成

小松市

小松市 れんが花道通り装飾事業

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

小松市

小松市

小松市

小松市開発公社



番号 備考

1-C-1 駅、主要施設、バス路線空白地域を公共交通を利用した交通ネットワークを図ることで、生活環境の向上及び滞在型観光の形成を推進する。

1-C-2 こまつの町衆文化が今に残る地区であり、基幹事業、効果促進事業により賑わいのあるまちづくりを実施する。

1-C-3 未整備区間の施工により、上下流区間と河床高を揃えることで平常時の排水能力の向上及び治水能力の向上を図る。

1-C-4 小松駅ブロックと市道龍助町九竜橋線をつなぐ小松駅前線及び小松駅周辺において、光・花・緑での装飾を施すことで景観の向上、賑わいの創出及び回遊性の向上を図る。

1-C-5 ＪＲ小松駅周辺の駐輪場・駐車場において高性能な防犯カメラへの更新を行うことで、夜間等における防犯対策と利便性の向上を図る。

1-C-6 外国人に対応できる観光ボランティアガイドの育成と、外国人向けの観光ルートの整備に取り組む。

1-C-7 都市再生整備計画の事業効果の検証・調査を行い、今後のまちづくりに活かしていく。

1-C-8 隣接する（仮）小松駅南ブロック複合施設へのアクセスの利便性向上させ、立体駐車場の利用者増加を図る。

1-C-10 無電柱化にともなう電気施設の設置において、景観に配慮した修景を行い、まちなかの賑わい創出を図る。

1-C-11 改築工事により排水能力の向上及び治水能力の向上を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

H27 H28 H29 H30 H31

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0

配分額
（a）

99 9.6 60.6 117.2 103.8

前年度からの繰越額
（d）

0 15.2 7.5 19.6

交付額
（c=a+b）

99 9.6 60.6 117.2

翌年度繰越額
（f）

15.2 7.5 19.6 59

支払済額
（e）

83.8 17.3 48.5 77.8

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

8.658 2.69 16.1 11.5

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

無電柱化事業に
おいて、地上機
器の配置箇所に
ついて地元との
協議に不足の日
数を要したた
め。

無電柱化事業に
おいて、地上機
器の集約配置箇
所について、関
係機関との協議
に不足の日数を
要したため。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

8.7% 10.8% 23.6% 8.4%



市街地整備

計画の名称 1 交流時代をリードするおもてなしのまちづくり

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 小松市

・標準断面図

　    ・案内風景

交付対象

A-1 都市再生整備計画
小松中央地区 (150ha)

C-6 観光ボランティア活動支援事

C-4 れんが花道通り装飾業

C-2 まちなみ景観向上助成事

C-3 九竜橋川改修事業


	計画書一式（整備方針概要図の修正を入れていない）

